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動量(RMs値),咀嚼サイクルの解析 を行った。
　被験食 品は可食性 ガム(噛 み噛みSUPLI,明
治薬品株式会社製,Tokyo,　Japan)を小児用に






さが大 きく変化 したため,計 測前,装 置非装着の
状態で1分 間可食 性ガムを咀嚼 させ,滅 菌シャー
レに取 り出 し,術者がガム状へ変化 したことを確



















回答が得 られた。 また,委 員会での指摘にそって,
1)用語の統一,2)誤字の修正,3)緒言の追加・
修正がなされた。
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着,非 装着の各状態における咀嚼筋活動量 を明 ら
かに し,TB装置 を用いた咀嚼運動の有用性 を検
証す ることとした。
　被験者は,奥 羽大学歯学部附属病院矯正歯科に















　 筋電図採得 にあた り,TB群は装置装着,非 装
着で,Control群は装置非装着 における1分 間の
自由咀嚼 を指示 した。各筋電図記録は増幅後,パー
ソナルコンピュータへ取 り込み,付 属の波形解析
ソフ ト(Chart　v5.0　for　Windows)を用いて筋活
